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〇更新〇 抗がん剤の血管外漏出時の対応について
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抗がん剤の採用薬品の変更、および血管外漏出時のリスク分類に関する情報の
アップデートにより、『抗がん剤のリスク分類および血管外漏出生時対応フロー
チャート』の更新を行いました。変更点の詳細は裏面をご参照ください。

漏出が疑われる時は直ちに投与を中断する

1. 注射筒を引き、カテーテル内に残存する薬剤を血液とともに吸引する
2. 陰圧をかけながら、カテーテルを抜去する

漏出部位の周辺を油性ペンでマーキングする

上表、黒字の薬剤は1日2～4回、1回15分程度、患部を冷却する
赤字の薬剤は1日4回以上、1回15分程度、患部を温める

局所ステロイド軟膏塗布を検討

1. 患肢を挙上する
2. 疼痛および発赤の軽減、症状の軽快を確認し、改善するまで観察を続ける

担当医の判断により
皮膚科への紹介

ステロイド局注を検討する

炎 症性 薬剤

アクラシノン

アドセトリス

アラノンジー

アルケラン

イホマイド

エトポシド

エルプラット

エンハーツ

オニバイド

カイプロリス

カドサイラ

カルボプラチン

ザノサー

ザルトラップ

シスプラチン

ダカルバジン

テモダール

ドキシル

トポテシン

ハイカムチン

フルオロウラシル

マイロターグ

壊死性薬剤

アブラキサン

イダマイシン

エクザール

エピルビシン

オンコビン

カルセド

コスメゲン

サイメリン

ジェブタナ

ダウノマイシン

テラルビシン

ドキソルビシン

ドセタキセル

トレアキシン

ニドラン

ノバントロン

パクリタキセル

ピノルビン

フィルデシン

ブスルフェクス

マイトマイシン

ヨンデリス

ロゼウス

非壊死性薬剤

アーゼラ トーリセル

アービタックス トリセノックス

アバスチン パージェタ

アリムタ ハーセプチン

イストダックス バベンチオ

イミフィンジ ハラヴェン

エムプリシティ ビーリンサイト

エンドキサン ビダーザ

オプジーボ フルダラ

ガザイバ ブレオ

キイトルーダ ベクティビックス

キロサイド ベスポンサ

ゲムシタビン ベルケイド

サークリサ ポテリジオ

サイラムザ マブキャンパス

シタラビン メソトレキセート

ジフォルタ リサイオ

ダラザレックス ロイナーゼ

テセントリク ロイスタチン

漏出時フローチャートと
処置の詳細については
『医療安全マニュアル』
にも掲載しています！



変更内容の詳細

壊死性薬剤

ジェブタナ ヨンデリス ニドラン ピノルビン

炎症性薬剤

アラノンジー アルケラン エンハーツ オニバイド

カイプロリス カドサイラ ザルトラップ

非壊死性薬剤

イストダックス イミフィンジ エムプリシティ ガザイバ

キイトルーダ サークリサ ジフォルタ ダラザレックス

テセントリク バベンチオ ビーリンサイト ベスポンサ

マブキャンパス リサイオ
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不明な点につきましては、薬剤部・医薬品情報管理室(内線 7083)までご連絡下さい（文責：山田悠人）

＜リスク分類の変更＞

変更内容 変更理由

アブラキサン
冷罨法 → 温罨法 パクリタキセルに準じて変更。各種ガイドラインに記載はないが、製造

メーカーも温罨法を推奨しているため。

エトポシド
温罨法 → 冷罨法 温罨法による処置が一般的であるが、ESMOガイドラインに温罨法の記

載がないこと、温罨法の有効性に関するエビデンスが不十分であると判
断したため。

＜薬剤追加＞

炎 症 性 薬 剤

マイロターグ

トレアキシン

ブレオ

ベルケイド

エンドキサン

ゲムシタビン

アドセトリス

壊 死 性 薬 剤

アリムタ

トリセノックス

ビダーザ

マイロターグ

トレアキシン

非 壊 死 性 薬 剤

アリムタ

トリセノックス

ビダーザ

ブレオ

ベルケイド

エンドキサン

ゲムシタビン

アドセトリス

※以下の薬剤は対応が変わりますのでご注意ください


